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病児保育園「ぞうさんのおうち」（令和2年12月3日撮影）
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新生大和高田市
「笑顔の花咲くまち
大和高田」をめざして

身近な議会を
めざして

大和高田市長

堀内　大造
大和高田市議会議長

西村　元秀
　市民の皆さま、明けましておめでとうございます。
　年頭にあたり、皆さまのご健康、ご多幸を心よ
りお祈り申し上げます。
　昨年は、誰もが予期していなかった「新型コ
ロナウイルス感染症」の世界的な流行により生
活が大きく変化した１年でありました。先行きが見
えないウイルスとの共存で不安の中での生活で
あったと思います。今も続いているこのような状
況下で、たび重なる新型コロナウイルス感染症
拡大防止対策等にご理解、ご協力をいただいて
おりますことに感謝申し上げます。
　今年は、昨年より延期されたオリンピック・パ
ラリンピックイヤーであり、「東京２０２０オリン
ピック・パラリンピック競技大会」が予定通り開
催され、出場選手の活躍や感動を期待するとと
もに、日本経済への波及効果など明るい話題が
多くなることと新型コロナウイルス感染症の収
束により、平和な年になることを切に願います。
　また、本市における新庁舎建設につきまして
は、昨年の新型コロナウイルスにより若干の影
響はありましたが、４月上旬頃に完成し、７月中
旬頃の開庁予定で皆さまに愛される庁舎を目指
し進めており、現在の進捗状況は8割程度でご
ざいます。
　一方、昭和３８年に建設されました現庁舎
は、大和高田市政の拠点として重要な役割を果
たし市民の皆さまにおかれましては、愛着のある
庁舎であったと思いますが５８年間の歴史に幕
を閉じます。
　先人の方々が築き上げて来られた、市制７3年
の歴史を継承しつつ、新庁舎移転とともに新生
大和高田市として、昨年策定いたしました「大和
高田市まちづくりの指針」に基づき、今後のまち
づくりを進めながら「笑顔の花咲くまち　大和高
田」を目指し各種関係団体等の皆さま方、そして
行政が一丸となって精一杯頑張ってまいります。
　さらなる魅力ある大和高田市を築き後世に受
け継いでいくためには、皆さまのご協力が必要で
あり、より一層の官民連携による行政を進めてい
くことが重要であると考えております。
　市民の皆さま方の一層のお力添えを賜りますよ
うお願い申し上げ、新年のご挨拶といたします。

　あけましておめでとうございます。
　市民の皆さまには、輝かしい新年をお迎えの
ことと、心からお慶び申し上げます。また、日頃よ
り市政に対する温かいご理解とご協力を賜り、
厚くお礼申し上げます。市議会を代表いたしまし
て、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　さて、昨年初頭より新型コロナウイルス感染
症が蔓延し、国では経済を止めない政策と感染
防止対策を実施されておりますが、依然厳しい状
況が続いております。本市におきましても、市民生
活や地域経済に多大なる影響を及ぼし、市民の
皆さまにおかれましても、未だ事態の収束が見え
ない中、この現状に大きな不安を抱えられてるこ
とと存じます。
　市議会といたしましては、このコロナ禍を乗
り越えるため、市民の皆さまの安心・安全を最
優先に掲げ、生活支援や経済対策はもちろんの
こと、子どもたちへの教育や健康二次被害など
様々な課題に対し、議会と執行機関が一致団
結して全力で取り組んでまいります。
　また、昨年９月定例市議会では全議員賛同の
もと、『大和高田市議会基本条例』を制定し、
本年４月１日よりその運用を始めるところでござ
います。今後もこれまで以上に、市民の皆さまの
声を真摯に受け止め、安心して心豊かに暮らせる
まちづくりの実現に向け全議員が一丸となり、
様々な課題解決に取り組み、市民の皆さまに身
近な議会を目指してまいります。
　この条例の制定を契機に、更なる議会改革に
も一歩ずつ着実に推進してまいりたいと決意を
新たにいたしたところでございます。
　いよいよ本年４月に新庁舎も完成いたします。
来庁される市民の皆さまの快適性・利便性が向
上するとともに、市民の皆さまとの協働により、ま
ちづくりの新たな拠点となることを期待していると
ころでございます。
　最後になりましたが、市民の皆さまのご健勝と
ご多幸をお祈りするとともに、本年も相変わらぬ
ご支援とご協力を賜りますよう、心からお願い申
し上げまして、新年のご挨拶とさせていただきま
す。
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①展望ロビーからの眺め。春には高田川の桜がよく見えます ②展望ロビーは南側に設置され、明るい光が差し込みます
③内部工事の様子 ④ 1 階と２階の間にはエスカレーターが設置されます ⑤メインエントランス。奥に現庁舎が見えます

　

本
市
新
庁
舎
建
設
事
業
は
、
令
和
３

年
４
月
の
竣
工
お
よ
び
同
年
７
月
の
開

庁
を
目
指
し
、
建
設
工
事
を
進
め
て
い

ま
す
。
昨
年
12
月
中
に
躯く
た
い体
工
事
は
完

了
し
、
内
装
工
事
や
外
構
工
事
を
残
す

ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

●
災
害
時
で
も
機
能
す
る
庁
舎

　

新
庁
舎
は
、
免
震
構
造
を
採
用
し
、

耐
震
性
に
優
れ
た
施
設
で
あ
る
と
と
も

に
、
非
常
用
電
源
、
飲
料
水
の
水
源
な

ど
も
確
保
さ
れ
ま
す
。
大
規
模
災
害
の

発
生
時
で
も
、
庁
舎
機
能
が
維
持
さ
れ
、

災
害
活
動
な
ど
迅
速
に
取
り
組
め
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
市
民
に
便
利
で
親
し
ま
れ
る
庁
舎

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
大
人
ま
で
、
市
民

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
愛
さ
れ
る
庁
舎

と
な
る
よ
う
、
新
庁
舎
内
に
は
市
民
サ

ロ
ン
や
市
民
活
動
室
、
多
目
的
ス
ペ
ー

ス
な
ど
の
賑
わ
い
を
生
み
出
す
場
を
設

け
て
い
ま
す
。
市
役
所
に
用
事
が
な
く

て
も
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

●
展
望
ロ
ビ
ー
も
設
置

　

最
上
階
に
は
、
庁
舎
か
ら
市
南
部
が

一
望
で
き
る
展
望
ロ
ビ
ー
も
設
置
さ
れ

ま
す
。
こ
こ
か
ら
の
眺
め
を
含
む
建
設

工
事
の
動
画
を
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
新
庁
舎
建
設
工
事
進
捗
状
況
」
に
公
開

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

（
庁
舎
建
設
室　
内
線
２
９
６
）

低層階の足場が解体され、外観が見え始めてきました（令和 2 年 12 月 2 日撮影）

大和高田市役所新庁舎
今年７月に開庁します

❶ ❷

❹

❸

❺
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冬
季
は
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

の
病
気
が
流
行
し
、
自
分
の
子
ど
も
が
急

に
病
気
に
な
っ
た
と
き
に
ど
う
し
よ
う
か

と
不
安
に
思
っ
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い

と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た

と
き
は
夫
婦
ど
ち
ら
か
が
休
み
を
取
っ
て

看
護
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
場
合
は
、
仕
事
を
休
ま
ざ
る
を

え
な
く
な
り
、
無
理
を
し
て
い
る
保
護
者

も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
病
児
保
育
園「
ぞ
う
さ
ん
の
お
う
ち
」は
、

土
庫
こ
ど
も
診
療
所
が
市
か
ら
の
委
託
を

受
け
、
運
営
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
病

気
に
な
っ
た
際
、
仕
事
な
ど
で
育
児
や
看

護
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
保
育
士
に
よ

る
病
児
保
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
医
師
に
よ
る
診
察
を
受
け
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

「
ぞ
う
さ
ん
の
お
う
ち
」
っ
て
？

　

病
児
保
育
園
「
ぞ
う
さ
ん
の
お
う
ち
」

は
市
内
北
部
の
日
之
出
町
に
あ
る
「
土
庫

こ
ど
も
診
療
所
」
に
約
６
年
前
か
ら
併
設

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
病
気
に
な
る
と
、
子
ど
も
が
心

配
で
無
理
に
仕
事
を
休
ん
だ
り
、
中
に
は

遠
方
の
祖
父
母
を
頼
っ
て
預
け
る
な
ど
、

保
護
者
の
負
担
も
大
き
い
状
況
で
し
た
が
、

「
ぞ
う
さ
ん
の
お
う
ち
」
が
開
園
し
て
以
来
、

安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
場
と
し
て
た
く
さ

ん
の
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
事
前
登
録
が
必
要
で
、
登
録
時

に
園
内
で
の
過
ご
し
方
や
当
日
必
要
な
持

ち
物
な
ど
を
丁
寧
に
案
内
し
て
い
ま
す
。

子どもが病気になってしまったが、仕事が休めない…
発熱が続いていて、なかなか仕事にいけない…

病児保育について、知りたいことは
何でも聞いてくださいね

小児科に併設されており、
お医者さん・看護師さんによる診療でサポートします

事
前
登
録
を
し
て

急
な
利
用
に
備
え
る

ど
ん
な
形
で
保
育
し
て
る
の
？

預
か
っ
て
も
ら
う
場
合
、
何
が
必
要
？

働
く
子
育
て
世
帯
を
サ
ポ
ー
ト

病
児
保
育
園
を

利
用
し
ま
せ
ん
か
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8:30 併設しているこども診療所で診察
　　  (利用1日目)
※�2日目以降は、8:00から入園
　(病状によっては診察)

11:30 昼食（原則はお弁当を持参）
お弁当を持参できない場合、カレーやおかゆの用
意もできます（食費必要）。急な発熱になった際に
お弁当が作れない場合も安心ですね。

15:00 検温、おやつ
おやつを食べた後、回復してきた子は勉強をし
たり遊んだりして、お迎えを待ちます。

12:30 お昼寝
寝ている間も、うつぶせ寝に気を配り、睡眠状況
を確認しています。

お昼寝～ 15:00
小児科医による回診
回復期にある子どもには、翌日以降の登園・登校
判断を実施します。

以降、随時お迎え（～18:00）
お迎え時にスタッフより、1日の様子の詳しい
説明を受けることができます。翌日の利用申し
込みもできます。

ぞうさんのおうちでは、小児科医と
保育士、看護師が連携して、安心し
て過ごせる環境を整えています。施
設内はさまざまな病状にあわせて５
部屋の個室を用意していますので、
病状や年齢に合わせた保育ができま
す。せひ、ご利用ください。

園や学校に行ってから、急に発
熱となり早退になった場合も、
受け入れ人数に空きがあれば、
預けることができます。

通園・通学後の急な発熱時
にも預けることができます

ぞうさんのおうち
梅咲�看護師長

▲�診療所の通常診察前の特別枠
として受診できます

▲�親から離れて泣く子も、少し
すれば慣れてくれます

▲�園で布団も用意しています

▲�元気になってもらうため、
　食事のお手伝いもします。

▲�急な病状の変化にも
　対応します

▲�病児保育記録ノートで園での
様子を記載して渡します

9:30頃 園での病児保育開始
当日朝までの家庭での様子を十分に聞き取り、
その後保育開始します。検温後、年齢・病状に合
わせて遊んだりして過ごします。

ぞうさんのおうちでの１日

▲�お昼寝もして、慣れてきた子
は楽しく遊んでいます

4 広報誌　　　　　　　2021年1月号



　
柔
軟
な
対
応

　

土
庫
病
院
の
職
員
用
保
育
所
が
併
設

さ
れ
て
い
る
の
で
、
病
気
の
流
行
時
期

に
利
用
人
数
が
増
加
し
た
と
き
に
、
ス

タ
ッ
フ
数
を
増
や
せ
る
体
制
が
整
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

の
感
染
症
が
流
行
し
た
際
に
は
個
室
を

最
大
５
部
屋
ま
で
分
け
る
こ
と
も
で
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
病
状
に
応
じ
た
対
策
を
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
保
護
者
と
の
情
報
共
有

　

１
日
の
病
状
や
生
活
状
況
を
「
病
児

保
育
記
録
」
ノ
ー
ト
で
記
録
し
ま
す
。

家
庭
で
の
様
子
も
記
載
で
き
ま
す
の
で
、

お
互
い
に
情
報
共
有
で
き
ま
す
。
詳
し

く
記
載
し
ま
す
の
で
、
子
ど
も
の
状
態

を
把
握
で
き
ま
す
。

　
利
用
者
の
要
望
に
沿
っ
た
対
応

　

以
前
は
午
後
５
時
ま
で
の
利
用
で
し

た
が
、
現
在
は
午
後
６
時
ま
で
利
用
可

能
で
す
。
普
段
の
保
育
園
で
預
け
て
い

る
場
合
の
お
迎
え
時
間
帯
に
合
わ
せ
た

延
長
は
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　
ス
マ
ホ
な
ど
で
ウ
ェ
ブ
予
約
も
可
能

　

10
月
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で

の
利
用
予
約
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
朝

の
忙
し
い
と
き
に
電
話
を
す
る
手
間
を

解
消
で
き
ま
す
。
現
在
で
は
、
利
用
者

の
約
９
割
が
ウ
ェ
ブ
で
予
約
さ
れ
て
い

ま
す
。

小児科医からの
問診内容も共有できます

予約画面イメージ

病状に応じて隔離部屋での
保育をおこなっています。

保
護
者
も

安
心
の
病
児
保
育
体
制
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病
児
保
育
園
「
ぞ
う
さ
ん
の
お
う
ち
」

は
、
大
和
高
田
市
の
委
託
事
業
と
し
て
、

平
成
27
年
６
月
１
日
に
開
園
し
ま
し
た
。

以
来
、
延
べ
５
千
人
近
い
子
ど
も
さ
ん

に
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
冬
場
は
、

感
染
症
の
流
行
や
、
喘
息
発
作
が
起
こ

り
や
す
い
季
節
で
す
。
こ
ど
も
が
病
気

に
な
る
と
急
に
仕
事
を
休
ま
な
い
と
い

け
な
い
状
況
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
時
に
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
が
安

心
し
て
お
仕
事
が
で
き
る
よ
う
、
医
師
・

園では保護者の方に参考になる情報も掲示してい
ます（写真は病気にあったお弁当）。

看
護
師
見
守
り
の
中
、
保
育
士
が
保
育
を

行
う
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
一
度
見
学

に
来
て
い
た
だ
き
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た

め
に
も
、
事
前
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ぞうさんのおうち�施設長
石丸　敏博�医師

　
病
児
保
育
は
子
育
て
の
支
え
に

　
現
在
は
核
家
族
化
が
進
み
、
共
働
き

や
ひ
と
り
親
家
庭
も
増
え
て
い
ま
す
。

仕
事
と
家
庭
を
両
立
さ
せ
て
い
く
中

で
、
病
児
保
育
は
保
護
者
の
安
心
の
ひ

と
つ
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

病
気
の
際
、
預
け
る
こ
と
に
抵
抗
を

感
じ
る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
日

中
は
病
児
保
育
を
利
用
し
て
、
帰
宅
後

は
一
緒
に
居
て
あ
げ
る
こ
と
で
仕
事
と

両
立
さ
せ
て
い
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
際
の
対
応

方
法
と
し
て
、
病
児
保
育
の
事
前
登
録

を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

園
の
雰
囲
気
を
知
る
た
め
の
見
学
も
可

能
で
す
。
病
児
保
育
が
仕
事
と
子
育
て

に
お
い
て
、
両
立
へ
の
サ
ポ
ー
ト
の
ひ

と
つ
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

土庫こども診療所

病児保育園
「ぞうさんのおうち」

▶対象
●�大和高田市および御所市、香芝市、葛
城市、田原本町、上牧町、王寺町、広陵
町、河合町在住の生後６か月〜小学
６年生までの児童
●�保護者の勤務都合などの理由により
家庭での保育が困難な世帯

▶対象の病気
●�入院を要しない病気
●�インフルエンザ、おたふくかぜ、水ぼ
うそうなどの感染症
●�骨折・けが

▶保育時間
　月曜日〜金曜日（祝日、年末年始除く）
　午前8時〜午後6時
※事前登録必要

▶利用料
　1回2,000円

ぞうさんのおうち　大和高田

その他詳しい内容は
「ぞうさんのおうち」
ホームページをご覧ください。

大和高田市日之出町 13-16　☎ 24-3120

上記のとおり、大和高
田市外の方からも預
かることが可能です。
ご家族・ご親戚で該当
の方がいれば、ぞうさ
んのおうちで病児保
育できることをぜひ
お伝えください。黒嶋�事務長
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産
業
優
良
者
表
彰

秋
の
叙
勲

令
和
2
年
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
、永
年

に
わ
た
り
尽
力
さ
れ
た
功
労
に
よ
り
、受

章
さ
れ
ま
し
た
。お
祝
い
を
申
し
あ
げ
、今

後
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章
（
警
察
功
労
）

山
本 

正
文
さ
ん

瑞
宝
双
光
章
（
更
生
保
護
功
労
）

庄
田 

明
子
さ
ん

商
工
業・
農
業
の
各
分
野
で
著
し
い
功
績
を
あ
げ
ら
れ
、市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
が
、産

業
優
良
者
と
し
て
、令
和
２
年
11
月
24
日
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
、深
く
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、今
後
、な
お
一
層
の
活
躍
を
期
待
し
て
、お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

多
年
に
わ
た
り
、本
市
産
業

の
経
営
に
精
進
さ
れ
、工
業
の

発
展
育
成
に
尽
く
さ
れ
て
い
る

功
績
に
よ
る
表
彰

本
市
産
業
の
従
業
員
と
し
て
誠
実
を
尽
く
さ
れ
、職
場
に
お
け
る
勤
務
成
績
が
優
秀
で
あ
る
と
と

も
に
、職
務
に
対
す
る
努
力
が
他
の
模
範
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
表
彰

●
工
業
優
良
者
表
彰

●
優
良
従
業
員
表
彰

吉川 潤さん

石田 裕久さん

福西 弘展さん

喜多 愛さん

小松原 京二さん

根来 啓子さん

危
険
業
務
従
事
者叙

勲

第
35
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
に
お
い

て
、永
年
に
わ
た
り
尽
力
さ
れ
た
功
労
に
よ

り
、受
章
さ
れ
ま
し
た
。お
祝
い
を
申
し
あ

げ
、今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。
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（自治振興課　内線227）

　1月から、コミュニティバス｢きぼう号｣の回数券の販売を開始します。回数券を利用
することで、お得に乗車できます。普段｢きぼう号｣を利用しない人も、これを機に一度
乗ってみませんか。

コミュニティバス令和3年

見　本

回 数 券 見 本

奈良交通高田北案内所または｢きぼう号｣車内販 売 場 所

1,000円販 売 価 格

・購入後の払戻しはできません。
・購入後、直ちに枚数を確認してください。後からの交換はできません。注 意 事 項

1人1乗車につき1枚を、運転手へ渡してください。利 用 方 法

・コミュニティバス｢きぼう号｣にのみ有効です。
・紛失しても再発行はできません。
・途中下車は前途無効です。
・釣銭の支払いはできません。

注 意 事 項

購入について	

利用について

100円×11枚綴りになっていて、1,100円分利用できます

｢きぼう号｣は新型コロナウ
イルス感染症対策として、
車内の抗菌・抗ウイルス加
工を行っています。

の回数券を販売します
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
触
確
認
ア
プ
リ
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
」

自
分
を
ま
も
り
、
大
切
な
人
を
ま
も
り
、
地
域
と
社
会
を
ま
も
る
た
め
に
、
接
触
確
認
ア
プ
リ
を
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

◎ 

陽
性
者
（
１
メ
ー
ト
ル
以
内
、
15
分
以
上
）
と
接
触
し
た
可
能
性
を
ア
プ
リ
か
ら
通
知

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎ 

利
用
者
は
、
陽
性
者
と
接
触
し
た
可
能
性
が
分
か
る
こ
と
で
、
検
査
の
受
診
な
ど
保
健

所
の
サ
ポ
ー
ト
を
早
く
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

利
用
者
が
増
え
る
こ
と
で
、
感
染
拡
大
の
防
止
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

国（
厚
生
労
働
省
）よ
り
配
信

大和高田市　新型コロナ最新情報

新型コロナウイルス感染症に
関する最新情報は
市ホームページでもお知らせしています。
http://www.city.yamatotakada.nara.jp/life/kenko/coronavirus.html

接触確認アプリは下記よりダウンロードできます。

▲�過去 14日間において、陽性者との接触可能性を確認するこ
とができます。

〔プライバシー対策もとられています〕
・�電話番号や位置情報など個人が特定される情報は記録されません。
・�端末内のみでランダムな符号を生成して記録されます。
・�いつ、どこで、誰と接触したのかは互いにわかりません。
・�記録は 14日経過後に自動消去されます。

▲�国・県・市の支援策を個人・
事業者・学生ごとにまとめて
わかりやすく掲載しています。

　上記QRコードでインストールできない場合は、App�Store
またはGoogle�Playにて「接触確認アプリ」で検索してインストー
ルしてください。

利用者本人の同意を前提として、スマートフォンの近
接通信機能 (ブルートゥース )を利用しています。
※ブルートゥースをオフにすると記録しません。

アプリ画面イメージ
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市
立
図
書
館
で
は
、｢

図
書
館
を

使
っ
た
調
べ
る
学
習｣

地
域
コ
ン

ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。｢

調
べ

る
学
習｣

と
は
、自
分
で
テ
ー
マ
を

決
め
、図
書
館
の
本
を
使
っ
て
調
べ

る
こ
と
で
す
。審
査
の
結
果
、市
長

賞
を
は
じ
め
と
す
る
各
賞
の
受
賞

者
が
決
定
し
ま
し
た
。

第
６
回
大
和
高
田
市

｢

図
書
館
を
使
っ
た
調
べ
る
学
習｣

地
域
コ
ン
ク
ー
ル

各
賞
受
賞
者（
敬
称
略
）

大
和
高
田
市
長
賞

陵
西
小
学
校　
６
年

植う
え
じ
ま島 

寛ひ
ろ
ふ
み文

｢

２
０
２
０
年
夏
、

僕
は
古
墳
を
歩
い
た
。｣

大
和
高
田
市
議
会
議
長
賞

高
田
中
学
校　
１
年

藤ふ
じ
も
と本 

奈な

ほ穂

「 Rice is nice!

」

大
和
高
田
市
教
育
委
員
会
賞

陵
西
小
学
校　
３
年

角つ
の
や谷 

一か
ず
聡さ

「
宇
宙　
太
陽
と
月
と
わ
く
星
」

大
和
高
田
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
賞

陵
西
小
学
校　
５
年

松ま
つ
も
と本 

希の

歩あ

「
60
年
で
何
が
変
わ
っ
た
？
？

私
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の

生
活
ス
タ
イ
ル
」

大
和
高
田・リ
ズ
モ
ー

都
市
友
好
協
会
賞　

陵
西
小
学
校　
２
年

植う
え
だ田 

瑠る

菜な

「
せ
か
い
の
こ
っ
き
」

大
和
高
田
市
立
図
書
館
館
長
賞

奈
良
県
立
高
田
高
等
学
校　
２
年

吉よ
し
か
わ川 

優ゆ
う
な奈

「
戦
争
を
楽
し
む
兵
士
と
戦
争
を

模
し
た
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
プ
レ
イ

ヤ
ー
は
同
じ
感
情
を
覚
え
る
か
」

優　
秀　
賞

陵
西
小
学
校　
４
年

藤ふ
じ
も
と本 

佳か

純す
み

「
地
球
温
暖
化
」

優　
秀　
賞

菅
原
小
学
校　
３
年

古ふ
る
か
わ川 

瑞み
ず
き基

「 

ホ
タ
ル
は
ど
う
い
う

生
き
方
を
し
て
い
る
の
」

優　
秀　
賞

菅
原
小
学
校　
３
年

中な
か
が
わ川 

ほ
の
か

「
は
ち
の
す
は
、

ど
う
し
て
六
角
形
な
の
？
」

（
市
立
図
書
館　
☎
52
・
３
４
２
４
）

各
業
種
共
通
の
も
の

構
築
物

看
板
、塀
、フ
ェ
ン
ス
、駐
車
場
の
舗

装
、外
溝
工
事
、外
灯
な
ど

工
具・器
具

お
よ
び
備
品

机
、椅
子
、応
接
セ
ッ
ト
、パ
ソ
コ
ン
、ロ
ッ

カ
ー
、コ
ピ
ー
機
、レ
ジ
ス
タ
ー
な
ど

業
種
別
一
例

小
売
店

商
品
陳
列
ケ
ー
ス
、自
動
販
売
機
、冷

蔵
庫
、冷
凍
庫
な
ど

飲
食
店

接
客
用
家
具・備
品
、厨
房
設
備
、冷
蔵

庫
、冷
凍
庫
な
ど

理
容
業・美
容

業

パ
ー
マ
器
、消
毒
殺
菌
器
、サ
イ
ン

ポ
ー
ル
、理・美
容
椅
子
、洗
面
設
備
、

タ
オ
ル
蒸
器
、テ
レ
ビ
な
ど

医
院・歯
科

医
院
な
ど

ベ
ッ
ド
、Ｘ
線
装
置
、電
気
血
圧
計
、保

育
器
、各
種
検
査
機
器
、待
合
室
用
椅

子
な
ど

工
場
、製
造
業
施
盤
、プ
レ
ス
機
、金
型
、溶
接
機
、編

み
機
、構
内
舗
装
な
ど

太
陽
光
発
電

事
業

太
陽
光
発
電
設
備
一
式

▽
申
告
方
法

　

�

申
告
用
紙
な
ど
の
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。申
告
に
必
要
と
な
る
書
類
は
、窓
口
ま

た
は
郵
送
で
渡
し
ま
す
の
で
、税
務
課
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

city.yam
atotakada.nara.jp/�

［
申
請
書
等
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
］⇩［
税
務
課・
収
納
対
策
室
］⇩［
23
～
29
］）

か
ら
も
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

・
窓
口
で
の
申
告

　

�

1
月
4
日
㈪
か
ら
2
月
1
日
㈪（
※
土・
日・
祝
日
を
除

く
）の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
の
間
に
、市

役
所
2
階
税
務
課
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
郵
送
で
の
申
告

　

�

2
月
1
日
㈪【
消
印
有
効
】ま
で
に
、市
役
所
税
務
課
へ

郵
送（
〒
635・
８
５
１
１
大
中
100
番
地
１
）し
て
く
だ
さ

い
。

・
電
子
申
告

　

�

地
方
税
電
子
申
告
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）か
ら

も
申
告
が
で
き
ま
す
。詳
し
く
は
、エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w
w
w
.eltax.lta.go.jp/

）を
見

て
く
だ
さ
い
。

　

�

な
お
、申
告
書
の
提
出
に
当
た
っ
て
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
に
係
る
中
小
事
業
者
等

の
事
業
用
家
屋
及
び
償
却
資
産
に
対
す
る
固
定
資
産
税
及
び

都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
の
特
例
措
置
に
関
す
る
申
告

▽
申
告
方
法

　

�

申
告
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、認
定
経
営
革
新
等
支

援
機
関
等
の
確
認
を
受
け
、①
事
業
用
家
屋
に
つ
い
て

は｢

特
例
対
象
資
産
一
覧｣

、②
償
却
資
産
に
つ
い
て
は�

｢

令
和
3
年
度
償
却
資
産
申
告
書｣

と
一
緒
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

申
告
に
必
要
な
書
類
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。ま
た
、郵
送
で
の
送
付
を
希
望
す
る

人
は
、税
務
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

・
窓
口
で
の
申
告

　

�

1
月
4
日
㈪
か
ら
2
月
1
日
㈪（
※
土・日・祝
日
を
除
く
）

の
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分
の
間
に
、市
役
所

2
階
税
務
課
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
期
限
厳
守
）。

・
郵
送
で
の
申
告

　

�

2
月
1
日
㈪【
消
印
有
効
】ま
で
に
、市
役
所
税
務
課
へ

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

期
限
を
過
ぎ
る
と
特
例
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

（
税
務
課
固
定
資
産
税
係　
内
線
２
４
９・
２
６
８
）

令
和
3
年
度
償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）の
申
告

　
市
内
に
事
業
用
の
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
個
人・
法
人
の
人
は
、地
方
税
法
第
３
８
３
条
の
規
定
に
よ
り
、毎
年
1

月
1
日
現
在
に
お
け
る
資
産
の
状
況
を
、市
役
所
へ
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
に
お
け
る
償
却
資
産
と
は
、土
地・
家
屋
以
外
の
事
業
用
資
産
で
、そ
の
減
価
償
却
額
ま
た
は
減
価
償
却
費

が
、法
人
税
法
ま
た
は
所
得
税
法
上
の
規
定
に
よ
る
所
得
の
計
算
上
、損
金
ま
た
は
必
要
な
経
費
に
算
入
さ
れ
る
も
の
を

い
い
ま
す
。申
告
が
必
要
な
資
産
の
一
例
と
し
て
、次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
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▽
会
員
数　
30
人

▽�

活
動
概
要　
月
２
回
程
度
、浮
孔
小
学
校
体

育
館
や
コ
ス
モ
ス
プ
ラ
ザ
な
ど
で
の
定
例

練
習
と
、毎
月
２
回
程
度
イ
ベ
ン
ト
に
出
演

し
て
い
ま
す
。

▽�

団
体
理
念　

チ
ー
ム
の
９
割
が
未
経
験
者

で
、｢

チ
ー
ム
は
家
族｣

を
合
言
葉
に
活
動
し

て
い
ま
す
。｢

よ
さ
こ
い
踊
り｣

を
通
し
て
、

表
現
す
る
こ
と
を
全
身
で
楽
し
み
、お
互
い

の
個
性
や
良
さ
、が
ん
ば
り
を
認
め
合
い
、

高
め
合
え
る
チ
ー
ム
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

▽�

連
絡
先　
金
森　

　
☎
０
８
０・
６
１
７
７・
８
７
１
２

　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
コ
ス
モ
ス
プ
ラ
ザ
）

に
登
録
し
て
い
る
活
動
団
体
を
、順
次
紹
介
し

ま
す（
順
不
同
）。

　
一
緒
に
活
動
し
た
い
と
思
う
人
、ま
た
は
興

味
の
あ
る
人
は
、連
絡
先
ま
で
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

（
市
民
協
働
推
進
課　
☎
44・
３
２
１
０
）

　

本
市
で
は
、平
成
29
年
度
か
ら
子
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
の
促
進
と
、子
育
て
の
支
援
の
た

め
に『
こ
ど
も
食
堂
』の
開
催
を
考
え
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
皆
さ
ん
に
、補
助
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

▽�

対
象
団
体　

大
和
高
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て
い
る
団
体

▽
対
象
経
費

・�

子
ど
も
に
提
供
す
る
食
事
の
食
材
に
要
す

る
経
費（
子
ど
も
１
人
１
食
に
つ
き
上
限
額

２
０
０
円
）

・�

子
ど
も
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
事
保
険
に
要

す
る
経
費

・�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
保
険
に
要
す
る
経
費

※�

経
費
の
合
計
額
は
、１
年
に
つ
き
上
限
額
を

20
万
円

　
｢

こ
ど
も
食
堂
補
助
金｣

の
申
し
込
み
を

希
望
し
て
い
る
団
体
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま

で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
児
童
福
祉
課　
内
線
５
８
５

�

大
和
高
田
市
社
会
福
祉
協
議
会☎

23・５
４
２
６
）

み
つ
ば
家

へ
の

補
助
金
制
度

　

｢

緑
の
基
本
計
画｣
と
は
、市
町
村
が
緑
地

の
保
全
や
緑
化
の
推
進
に
関
し
て
、そ
の
将

来
像
、目
標
、施
策
な
ど
を
定
め
る
計
画
で

す
。

　

本
市
は
、葛
城
川
や
高
田
川
な
ど
市
内
を

縦
断
す
る
一
級
河
川
や
、高
田
川
沿
い
の
桜

並
木
な
ど
が
代
表
的
な
景
観
を
形
成
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の｢

大
和
高
田
市
緑
の
基
本
計
画｣

は
、

緑
を
と
り
ま
く
社
会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま

え
、本
市
の
20
年
後
の
姿
を
視
野
に
入
れ
、

本
市
の
特
徴
を
活
か
し
た
ふ
さ
わ
し
い
緑

を
実
現
し
て
い
く
た
め
の
計
画
で
す
。

▽
公
表
す
る
計
画（
素
案
）

　
大
和
高
田
市
緑
の
基
本
計
画（
素
案
）

▽
公
表
と
意
見
の
募
集
期
間

　
1
月
15
日
㈮
～
2
月
3
日
㈬

※
郵
送
の
場
合
、2
月
3
日
㈬
必
着
。

▽
意
見
を
提
出
で
き
る
人

　
①
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

　
②
市
内
に
通
勤・通
学
し
て
い
る
人

　
③�

市
内
に
事
務
所
や
事
業
所
が
あ
る
人

　
　
ま
た
は
団
体

　
④
利
害
関
係
が
あ
る
人

▽
意
見
募
集（
素
案
）の
公
表
場
所

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

○
市
都
市
計
画
課（
市
役
所
別
棟
1
階
）

○�

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
（
コ
ス
モ
ス
プ
ラ
ザ
）２
階
交
流
ロ
ビ
ー

○�

市
立
病
院
1
階
西
玄
関

　
イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー
ナ
ー

○
さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル
1
階

　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー

○
中
央
公
民
館
玄
関
ホ
ー
ル

○
市
立
図
書
館
玄
関
ホ
ー
ル

▽
意
見
書
の
提
出
方
法

⑴�

直
接
提
出

　
市
都
市
計
画
課（
市
役
所
別
棟
1
階
）

　
（
平
日
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

⑵�

郵
送

　
〒
635・
８
５
１
１

　
大
和
高
田
市
大
中
100
番
地
1

　
大
和
高
田
市
都
市
計
画
課

⑶
Ｅ
メ
ー
ル

　

�tokei@
city.yam

atotakada.nara.
jp⑷

Ｆ
Ａ
Ｘ　
☎
23・５
６
１
１

▽
意
見
お
よ
び
市
の
考
え
方
の
公
表

　

�

提
出
さ
れ
た
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え

方
に
つ
い
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
公
表
し
ま
す
。個
別
に
は
回
答
し
ま
せ

ん
。な
お
、提
出
さ
れ
た
意
見
以
外（
個

人
情
報
に
あ
た
る
部
分
）は
公
表
し
ま
せ

ん
。

※�

詳
し
く
は
、都
市
計
画
課
に
問
い
合
わ
せ

る
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。

（
都
市
計
画
課
計
画
係　
内
線
６
８
６
）

｢
大
和
高
田
市
緑
の
基
本
計
画
（
素
案
）｣

に
対
す
る

 
意
見
募
集
に
つ
い
て
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文
化
財
を

火
災
か
ら
守
ろ
う

　

昭
和
24
年
１
月
26
日
、法
隆
寺
の
金
堂
で

壁
画
の
模
写
を
し
て
い
た
作
業
員
が
、電
気

座
布
団
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
忘
れ
た
こ
と

が
原
因
で
火
事
と
な
り
、白
鳳
時
代
に
描
か

れ
た
十
二
面
壁
画
が
焼
損
し
ま
し
た
。こ
の

火
災
に
よ
っ
て「
文
化
財
を
火
災
か
ら
守

ろ
う
」と
い
う
世
論
が
全
国
的
に
広
ま
り
、

昭
和
30
年
か
ら
１
月
26
日
を
文
化
財
防
火

デ
ー
と
定
め
ま
し
た
。

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
で
は
、こ
の
文
化

財
防
火
デ
ー
に
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
や
広
報

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

貴
重
な
文
化
財
を
管
理
す
る
人
を
は
じ

め
、地
域
ぐ
る
み
で
文
化
財
の
防
火
に
努

め
、貴
重
な
文
化
財
を
み
ん
な
で
守
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

（
高
田
消
防
署　
☎
25・
０
１
１
９
）

１
月
10
日
は
「
110
番
の
日
」

「
110
番
は
緊
急
通
報
�
」

●
110
番
す
る
と
き
の
重
要
な

６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

～
ま
ず
落
ち
着
い
て
く
だ
さ
い
～

①
何
が
あ
り
ま
し
た
か
？

　
（
交
通
事
故・泥
棒・け
ん
か
な
ど
）

②
そ
れ
は
い
つ
で
す
か
？

　
（
た
っ
た
今・何
分
前
）

③
そ
れ
は
ど
こ
で
で
す
か
？

　
（
近
く
の
目
印
は
）

④
犯
人
は
見
ま
し
た
か
？

　
（
特
徴・ど
こ
へ
逃
げ
た
か
な
ど
）

⑤
今
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

　
（
け
が
人・被
害
状
況
な
ど
）

⑥
あ
な
た
の
お
名
前
は
？

　
（
名
前・住
所・電
話
番
号
な
ど
）

　
「
相
談
は　
安
心
ダ
イ
ヤ
ル　

　
　
　
　
　
　
　
　
♯
９
１
１
０
」

　
事
件･

事
故
発
生
時
に
、110
番
が
ス
ム
ー
ズ

に
つ
な
が
る
よ
う
に
、緊
急
時
以
外
の
相
談

な
ど
は
警
察
相
談
専
用
電
話｢

♯
９
１
１
０

番｣

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

（
高
田
警
察
署　
☎
22・
０
１
１
０
）

ス
ト
ッ
プ
！
コ
ロ
ナ
差
別

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が

続
く
中
、感
染
者
や
そ
の
家
族
、感
染
リ
ス

ク
の
高
い
職
業
の
人
に
対
し
て
の
誹
謗
中

傷
や
い
じ
め
、差
別
的
な
行
為
が
各
地
で
起

こ
っ
て
い
ま
す
。感
染
経
路
は
さ
ま
ざ
ま

で
あ
り
、誰
に
で
も
感
染
リ
ス
ク
が
あ
り
ま

す
。そ
の
た
め
、誰
も
が「
不
安
」や「
怖
れ
」

を
持
つ
こ
と
は
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。し
か

し
、不
当
な
差
別
や
偏
見
、い
じ
め
、Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
の
心
な
い
書
き
込
み
な
ど
は
決
し
て
許

さ
れ
ま
せ
ん
。ま
た
、生
活
不
安
や
精
神
的

ス
ト
レ
ス
の
蓄
積
に
よ
り
、家
庭
内
で
の
Ｄ

Ｖ
や
児
童
虐
待
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

困
っ
た
と
き
に
は
、法
務
局
や
人
権
擁
護
委

員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。今
こ
そ
、市
民

一
人
ひ
と
り
が
助
け
合
い
、認
め
合
い
、支

え
合
い
な
が
ら
、こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

不
当
な
差
別
や
偏
見
に
関
す
る

主
な
相
談
先

　
み
ん
な
の
人
権
110
番

　
　
☎
０
５
７
０・
０
０
３・
１
１
０

　
子
ど
も
人
権
110
番

　
　
☎
０
１
２
０・
０
０
７・
１
１
０

　
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　
☎
０
５
７
０・
０
７
０・
８
１
０

（
人
権
施
策
課　
内
線
２
７
９
）
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11
月
26
日
㈭
、株
式
会
社
有
宏
社
よ
り
、寄
附

金
100
万
円
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

同
社
に
は
、こ
れ
ま
で
も「
人
形
供
養
祭
」で

の
バ
ザ
ー
の
売
り
上
げ
や
人
形
供
養
料
を
寄
附

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。今
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
中
止
と
な
っ
た

同
事
業
費
の
一
部
を
、ふ
る
さ
と
大
和
高
田
応

援
寄
附
金
と
し
て
、い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
秘
書
課　
内
線
３
１
２
）

　

12
月
４
日
㈮
、
市
内
在
住
の
吉
田
悠
真
さ
ん

が
堀
内
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

吉
田
さ
ん
は
、「
第
52
回
国
際
化
学
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」
に
日
本
代
表
生
徒
と
し
て
出
場
し
、

銀
メ
ダ
ル
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
世
界
の
高
校
生
が
一
堂
に
会

し
、
化
学
の
実
力
を
競
う
と
と
も
に
親
睦
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
日
本
か
ら
毎

年
４
名
の
高
校
生
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の

た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

堀
内
市
長
は｢

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
。｣

と
話
し
ま
し
た
。

（
秘
書
課　
内
線
３
１
２
）

地
域
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と
大
和
高
田
応
援
寄
附
金

国
際
化
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
銀
メ
ダ
ル
を
受
賞

堀内市長と株式会社有宏社の皆さん堀内市長（左）と吉田悠真さん（右）

　

11
月
24
日
㈫
、大
和
ガ
ス
株
式
会
社
と
本
市

に
よ
る「
災
害
時
に
お
け
る
防
災
活
動
拠
点
の

使
用
に
関
す
る
協
定
締
結
式
」が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
大

和
高
田
市
地
域
防
災
計
画
」に
定
め
る「
防
災
活

動
拠
点
」を
都
市
ガ
ス
の
復
旧
作
業
車
な
ど
が

円
滑
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。そ
の

た
め
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
都
市
ガ
ス
の
復

旧
作
業
を
す
ぐ
に
行
え
る
よ
う
に
な
り
、大
規

模
災
害
発
生
後
の
市
民
生
活
の
復
興
に
役
立
ち

ま
す
。

（
危
機
管
理
課　
内
線
２
４
０
）

　

11
月
20
日
㈮
、勤
労
感
謝
の
日
を
前
に
、高
田

カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園
の
園
児
が
、日
頃
の
職
務

へ
の
お
礼
に
市
役
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

職
員
を
代
表
し
て
谷
河
副
市
長
が
、園
児
た

ち
か
ら｢

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。｣

と
感
謝
の
言
葉
と
と
も
に
花
束
と
手
紙
を
受
け

取
り
ま
し
た
。

　

こ
の
感
謝
の
手
紙
は
、職
員
を
毎
日
出
迎
え

る
か
た
ち
で
、市
役
所
の
出
入
り
口
に
飾
ら
れ

ま
し
た
。

（
秘
書
課　
内
線
３
１
２
）

大
規
模
災
害
に
備
え
て
、

迅
速
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
の
た
め
に

市
役
所
職
員
の
皆
さ
ん
へ
　
園
児
か
ら
花
束
贈
呈

堀内市長（左）と中井俊之代表取締役社長（右） 谷河副市長とカトリック幼稚園の皆さん
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健
や
か
な
毎
日
を

　

  

お
く
る
た
め
に

天満診療所
医師  梅本典江

「
お
正
月
を
健
康
的
に
」

　

寒
さ
が
厳
し
い
季
節
、体
を
動

か
す
の
も
お
っ
く
う
に
な
り
運

動
不
足
に
な
り
が
ち
で
す
。年
末

年
始
は
お
節
料
理
や
ご
ち
そ
う

を
食
べ
る
機
会
が
多
く
な
り
、

食
事
の
あ
と
も
テ
レ
ビ
を
見
な

が
ら
ゴ
ロ
ゴ
ロ
過
ご
し
て
お
や

つ
を
食
べ
続
け
た
り
し
て
い
な

い
で
し
ょ
う
か
。摂
取
し
た
カ
ロ

リ
ー
と
運
動
で
消
費
す
る
カ
ロ

リ
ー
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ

て
太
り
や
す
い
季
節
で
す
。

　

｢

お
正
月
太
り｣

し
て
後
悔
し

な
い
よ
う
に
、以
下
の
こ
と
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

普
段
か
ら
体
重
測
定
を
し
て

体
重
の
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

早
食
い
せ
ず
に
よ
く
噛
ん
で
食

べ
、腹
８
分
目
の
食
生
活
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。お
節
料
理
は
塩
分

や
糖
質
が
多
く
野
菜
が
不
足
し

が
ち
で
す
。お
節
料
理
を
食
べ
る

と
き
に
は
野
菜
料
理
を
１
品
プ

ラ
ス
し
て
み
ま
し
ょ
う
。お
酒
に

は
カ
ロ
リ
ー
の
高
い
も
の
も
あ

る
の
で
飲
み
す
ぎ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、ダ
ラ
ダ
ラ
と
な
が
ら
食

い
や
間
食
を
繰
り
返
し
て
い
る

と
血
糖
値
が
上
昇
し
た
状
態
が

続
き
、糖
分
を
脂
肪
と
し
て
た
め

こ
ん
で
し
ま
い
ま
す
。食
べ
な
い

時
間
を
作
り
、し
っ
か
り
空
腹
感

を
感
じ
て
か
ら
次
の
食
事
を
と

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
し
て
、気
持
ち
も
新
た
に
運

動
習
慣
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
ず
は
今
よ
り
10
分
多
く
体
を
動

か
し
て
み
ま
し
ょ
う
。10
分
多
く

歩
く
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
利
用
せ

ず
階
段
を
使
う
、ス
ト
レ
ッ
チ
や

体
操
を
す
る
な
ど
、｢

＋
10
分｣

を

習
慣
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
内
臓

脂
肪
が
燃
焼
し
て
お
腹
周
り
が
引

き
締
ま
り
、体
重
が
減
少
し
て
い

き
ま
す
。高
血
圧
や
脂
質
異
常
、高

血
糖
が
改
善
し
、心
臓
病
、脳
血
管

障
害
、認
知
症
な
ど
の
リ
ス
ク
も

下
が
り
ま
す
。運
動
量
は
少
し
ず

つ
増
や
し
て
、１
日
に
30
分
か
ら

60
分
、週
３
回
以
上
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。３
週
間
も
続
け
る
と
正

月
太
り
は
解
消
さ
れ
、基
礎
代
謝

が
ア
ッ
プ
し
て
太
り
に
く
い
体
に

変
わ
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。太
り

に
く
い
体
作
り
は
、健
康
づ
く
り

へ
の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

（
天
満
診
療
所　
☎
52・５
３
５
７
）

年
頭
所
感

　

昨
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
世
界
中
に
猛
威
を

振
る
っ
た
１
年
と
な
り
ま
し
た

が
、未
知
の
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症

が
、広
範
囲
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ

を
与
え
る
と
は
、私
自
身
は
夢
に

も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。本

年
中
に
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
可

能
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、当
面
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
と
の
共
存
は
避
け
ら

れ
な
い
で
し
ょ
う
。こ
の
よ
う
な

厳
し
い
状
況
の
中
、昨
年
は
、当

院
の｢

将
来
の
あ
り
方
検
討
委
員

会｣

を
立
ち
上
げ
、当
院
が“
果
た

す
役
割
や
あ
る
べ
き
姿（
機
能・

規
模
）”を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。さ
ら
に
昨
年
末
か
ら
は
、

奈
良
県
、奈
良
県
立
医
科
大
学
、

大
和
高
田
市
医
師
会
か
ら
外
部

委
員
を
招
き
、院
内
外
の
メ
ン

バ
ー
を
交
え
て
の
検
討
に
移
っ

て
い
ま
す
。年
度
末
に
は
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

お
り
、本
年
の
年
頭
所
感
は
、当

院
の
将
来
像
を
中
心
に
お
話
し

し
ま
す
。

　
ま
ず
は�

、老
朽
化
し
た
病
院
を

建
て
替
え
る
こ
と
を
前
提
に
、そ

の
上
で
、地
域
の
基
幹
の
自
治
体

病
院
と
し
て
、こ
れ
ま
で
担
っ
て

き
た
当
院
の
周
産
期
医
療
や
が

ん
診
療
な
ど
、今
後
も
急
性
期
中

心
の
医
療
を
引
き
続
き
行
う
と

と
も
に
、さ
ら
に
救
急
医
療
に
も

注
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

特
に
、当
院
は
が
ん
診
療
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、奈
良
県
の
が
ん

診
療
連
携
支
援
病
院
に
な
っ
て

お
り
、当
院
の
強
み
で
あ
る
、外

科
療
法
、薬
物
療
法
、放
射
線
療

法
、緩
和
ケ
ア
の
４
本
柱
の
充
実

を
図
り
、中
和
医
療
圏
で
完
結
で

き
る
医
療
体
制
を
現
在
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

次
に
、近
隣
の
病
院
と
の
連
携

が
必
須
と
考
え
て
い
ま
す
。特
に

奈
良
県
立
医
科
大
学
と
の
連
携

は
重
要
で
、現
在
も
各
診
療
科

へ
の
医
師
派
遣
や
当
院
で
診
療

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
高
次
症

例
の
治
療
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。基
本
的
に
は
急
性
期
を
中
心

に
診
療
を
行
う
方
針
で
す
が
、紹

介
し
た
症
例
の
回
復
期
を
当
院

で
診
療
す
る
必
要
が
あ
り
、ま
た

高
齢
化
社
会
に
向
か
う
中
、在
宅

医
療
や
介
護
施
設
の
支
援
強
化

も
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
れ

ら
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
、幅
広

い
医
療
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

診
療
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
、現
在
検
討
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。将
来
的
に

は
、適
切
な
患
者
さ
ん
を
受
け
入

れ
、適
切
に
院
内
外
の
施
設
と
連

携
で
き
る
診
療
体
制
を
確
立
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
、

地
域
の
災
害
医
療
を
担
っ
て
い

ま
す
が
、新
病
院
で
は
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
よ
う

な
新
規
感
染
症
に
も
対
応
で
き

る
病
院
作
り
が
必
要
と
考
え
ま

す
。

　

私
た
ち
大
和
高
田
市
立
病
院

の
ス
タ
ッ
フ
一
同
は
、今
後
も
長

期
に
わ
た
っ
て
、地
域
の
基
幹
病

院
と
し
て
、住
民
の
皆
さ
ん
に
安

心
安
全
の
医
療
を
提
供
す
べ
く
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

大
和
高
田
市
立
病
院

病
院
長　
岡
村�

隆
仁

（
市
立
病
院　
☎
53・
２
９
０
１
）

15広報誌　　　　　　　2021年1月号



　

大
和
高
田
市
で
は
、啓
発・
研

修
の
場
で
、科
学
的
、論
理
的
、客

観
的
、冷
静
に
物
事
を
と
ら
え
る

大
切
さ
を
繰
り
返
し
学
ん
で
き

ま
し
た
。し
か
し
、な
か
な
か
科

学
的
に
な
れ
な
い
自
覚
を
持
ち

合
い
た
い
と
も
確
認
し
て
き
ま

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、非
科
学

的
、感
情
的
、自
己
中
心
的
で
決

め
つ
け
や
思
い
込
み
に
満
ち
た

コ
ロ
ナ
差
別
が
各
地
で
起
こ
っ

て
い
ま
す
。加
え
て
、同
調
圧
力

と
い
う
少
し
や
っ
か
い
な
風
潮

も
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

��

そ
う
し
た
と
き
、ま
さ
し
く
私

た
ち
大
和
高
田
市
民
の
こ
れ
ま

で
の
学
び
の
本
領
が
問
わ
れ
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。今
の

と
こ
ろ
、市
内
で
は
、マ
ス
コ
ミ

を
賑
わ
す
ほ
ど
の
コ
ロ
ナ
差
別

は
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。し
か

し
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
第
３
波
に
よ
る
不
安
の
拡

大
は
、私
た
ち
を
差
別
へ
と
駆
り

立
て
か
ね
な
い
状
況
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

市
内
の
あ
る
お
寺
の
掲
示
板

に
、こ
ん
な
文
章
を
見
つ
け
ま
し

た
。人

類
に
は

そ
の
邪
悪
な
ウ
イ
ル
ス
に

対
抗
で
き
る
免
疫
が

確
か
に
備
わ
っ
て
い
る

邪
悪
な
ウ
イ
ル
ス
と
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
は
な
い

差
別
や
偏
見
と
い
う

ウ
イ
ル
ス
で
あ
る

　

私
た
ち
が
考
え
合
い
た
い
こ

と
を
見
事
に
示
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。

　

今
こ
そ
、こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
人
権
力
で
、コ
ロ
ナ
差
別
の
蔓

延
に
歯
止
め
を
か
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

大
和
高
田
市

人
権
教
育
推
進
協
議
会

事
務
局
長　
大
久
保
幸
一

（
人
権
施
策
課　
内
線
２
７
６
）

こ
こ
か
ら
始は
じ
ま
る
。
　

（
く
ら
し・せ
い
か
つ
支し
え
ん
が
か
り

援
係　
☎
44
・
３
１
１
１（
直ち
ょ
く
つ
う通））

215

市
民
の
人
権
力
で
　
　
　
　
　

コ
ロ
ナ
差
別
の
蔓
延
を
防
ぐ
‼

　

今こ
ん
か
い回
は
、就
し
ゅ
う
し
ょ
く
そ
う
だ
ん

職
相
談
で
き
て

く
れ
た
障し
ょ
う
が
い
し
ゃ
て
ち
ょ
う

害
者
手
帳
を
お
持も

ち
の
Ｔ
さ
ん
の
お
話は
な
しで
す
。

　

Ｔ
さ
ん
は
体た
い
ち
ょ
う調の
悪あ
っ
か化
に

よ
っ
て
退た
い
し
ょ
く職し
、収
し
ゅ
う
に
ゅ
う
入
が
な
く

な
り
ま
し
た
。就
し
ゅ
う
し
ょ
く
職
し
た
い
が

障し
ょ
うが
い
が
あ
る
た
め
、ど
の
よ

う
な
と
こ
ろ
を
選え
ら
べ
ば
良よ

い

の
か
分わ

か
ら
な
い
と
相そ
う
だ
ん談
に

き
て
く
れ
ま
し
た
。

　

相そ
う
だ
ん
い
ん

談
員
は
Ｔ
さ
ん
の
体
た
い
ち
ょ
う調

を
考か
ん
がえ
、一い
っ
ぱ
ん般
企き
ぎ
ょ
う業
か
、就
し
ゅ
う
ろ
う労

継け
い
ぞ
く続
支し
え
ん援
事じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

業
所
で
働は
た
らく
こ

と
を
提て
い
あ
ん案
し
ま
し
た
。Ｔ
さ
ん

は
、一い
っ
ぱ
ん般
企き
ぎ
ょ
う業
で
は
体
た
い
ち
ょ
う
め
ん

調
面
と

就し
ゅ
う
ろ
う労
能の
う
り
ょ
く
力
に
不ふ
あ
ん安
が
あ
り
、

就し
ゅ
う
ろ
う労
継け
い
ぞ
く続
支し
え
ん援
事じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

業
所
で
は

収し
ゅ
う
に
ゅ
う
め
ん

入
面
で
不ふ
あ
ん安
が
あ
る
と
話は
な

し
ま
し
た
。

　

就
し
ゅ
う
ろ
う労
継け
い
ぞ
く続
支し
え
ん援
事じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

業
所
は
、

障し
ょ
うが
い
が
あ
る
人ひ
と
な
ど
が
一い
っ
ぱ
ん般

企き
ぎ
ょ
う業で
働は
た
らけ
る
よ
う
に
支し
え
ん援
し

て
い
く
事じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

業
所
で
す
。収
し
ゅ
う
に
ゅ
う
入
に

関か
ん
し
て
は
幸さ
い
わい
に
も
失
し
つ
ぎ
ょ
う業
保ほ
け
ん険

を
受う

け
ら
れ
る
た
め
、ま
ず
は

Ｔ
さ
ん
の
就
し
ゅ
う
ろ
う労
能の
う
り
ょ
く
力
の
現
げ
ん
じ
ょ
う
状
を

見み
き
わ極
め
る
た
め
に
も
最さ
い
て
き適
で

は
な
い
か
と
考か
ん
がえ
、就
し
ゅ
う
ろ
う労
継け
い
ぞ
く続

支し
え
ん援
事じ
ぎ
ょ
う
し
ょ

業
所
で
働は
た
らく
こ
と
を

案あ
ん
な
い内
し
ま
し
た
。一い
っ
ぱ
ん般
企き
ぎ
ょ
う業
で

働は
た
らけ
る
準じ
ゅ
ん
び備
が
で
き
た
ら
、改
あ
ら
た

め
て
就
し
ゅ
う
し
ょ
く職
活か
つ
ど
う動し
て
い
け
ば
良よ

い
の
で
は
な
い
か
と
伝つ
た
え
る

と
、Ｔ
さ
ん
は
納な
っ
と
く得
し
て
い
ま

し
た
。

　

相そ
う
だ
ん
し
ゃ

談
者
の
生せ
い
か
つ活
状じ
ょ
う
き
ょ
う
況
を
考
か
ん
が

え
な
が
ら
、就し
ゅ
う
ろ
う
さ
き

労
先
を
一い
っ
し
ょ緒

に
探さ
が

し
て
い
き
ま
す
の
で
、

就し
ゅ
う
ろ
う
さ
き

労
先
で
悩な
や
ん
で
い
る
人ひ
と
、ど

ん
な
就し
ゅ
う
ろ
う
さ
き

労
先
が
あ
る
か
な
ど

を
聞き

き
た
い
人ひ
と
は
、一い
ち
ど度
当と
う
か
か
り係

ま
で
相そ
う
だ
ん談
に
き
て
く
だ
さ
い
。

　

自じ
ぶ
ん分
自じ
し
ん身
、家か
ぞ
く族
の
こ
と
、

地ち
い
き域
で
気き

に
な
る
人ひ
と
や
子こ

ど

も
の
こ
と
、ど
ん
な
こ
と
で
も

ま
ず
は
一い
ち
ど度
お
話は
な
しを
聴き

か
せ

て
く
だ
さ
い
ね
。
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新着図書のご案内

1 月のおはなし会 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、1月に予定されていた「おはなし
会」「おはなし会きらら」「えほんのよみきかせ」を中止します。ご了承ください。

玄関展示として、図書館所蔵で2020年1月から11月
の期間、各分野で貸出数の多かった本を集めていま
す。普段読まれない図書があるかもしれません。いろ
んな分野の人気本もぜひお楽しみください。

（市立図書館　☎52-3424）

お詫びと訂正
本誌12月号のブックサロン内に掲載した｢疲れないパソコ
ン仕事術｣ですが、
小林�祐基／著　となっておりましたが、
小枝�祐基／著　の誤りでした。お詫びして訂正いたします。

一般書
全部わかる神社ガイド 岸川 雅範／監修 成美堂出版
したたか�総理大臣・菅義偉の野望と人生 松田 賢弥／著 講談社
このゴミは収集できません 滝沢 秀一／著 白夜書房
空洞のなかみ 松重 豊／著 毎日新聞出版
三体　 劉 慈欣／著 早川書房

児童書
どっちが強い！？シャチ vs シュモクザメ ジノ／ストーリー KADOKAWA
今日からなくそう！食品ロス　3 上村 協子／監修 汐文社
ぼくの席がえ 花田 鳩子／作 PHP 研究所
名探偵ポアロ�オリエント急行の殺人 アガサ・クリスティー／著 早川書房
ぼく、ひつじじゃなくてぶたなんだ ミルヤ・プラーフマン／え ほるぷ出版

電子図書館 新着コンテンツ
ココミル奈良（2021年版）� JTB パブリッシング
オバマ大統領×キング牧師　
ワシントン大行進 50周年式典演説　
―オバマ大統領＋キング牧師演説全文―

国際情勢研究会／著 ゴマブックス

リーダーの星 中谷 彰宏／著 中谷彰宏事務所
深層説得術 多湖 輝／著 ゴマブックス
受験計画の立て方 和田 秀樹／著 ゴマブックス

内定を勝ち取る10のステップ 富士通エフ・オー・エム
株式会社／著 FOM 出版　

鳴き声から調べる野鳥図鑑 松田 道生／文・音声 文一総合出版
天使のように 小道 迷子／著 ゴマブックス
言葉のトリック 多湖 輝／著 ゴマブックス
地図でよくわかる鉄道大百科 JTB パブリッシング

電子図書館ランキング 2020年
電子図書館で2020年1月から11月の間に貸出の多かったコンテンツを紹介します。電子図書館を利用したことがな
い！という人はこの機会にぜひ利用してください。

資　料　名 作　者　名 出版者名 貸出回数
1位 整理・整頓が人生を変える 小野�裕子／著 法研 56回
2位 むずむず！むずかしい！　動物山盛りまちがいさがし shimizu ／著 扶桑社 24回
2位 世界一やさしいウィンドウズ 10�令和改訂版� インプレス 24回
4位 ごろりん�ごろん�ころろろろ� 香山�美子／作 モーニング 23回
5位 サバイとピリィふたりのたんじょうび はぎの�ちなつ�／作・絵 モーニング 22回
6位 定年後の暮らしとお金の基礎知識�2019 横山�光昭／監修 扶桑社 20回
7位 荻原博子節約の○と× マガジンハウス 19回
8位 人には言えない…大人の心理テスト 齊藤�勇／監修 日本文芸社 18回
8位 殿堂入りレシピも大公開！クックパッドの大人気節約おかず108 扶桑社 18回

8位 読者が選んだ “くり返し作りたい ”
史上最高レシピ！がギュッと一冊に！　永久保存版 KADOKAWA 18回

展示のご案内
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。

大和高田市�市民憲章

　　　　　大和高田市役所
TEL.22-1101　FAX.52-2801

困っていることや心配事など、ご相談ください。相談は無料で、秘密は守られます。
※市外局番は、「0745」です。

中央公民館 TEL.22-1315 FAX22-1316

市立土庫公民館 TEL.23-3560

市立菅原公民館 TEL.23-3561

市立陵西公民館 TEL.23-3562

さざんかホール TEL.53-8200 FAX53-8201

図　書　館 TEL.52-3424 FAX52-9415

水道部門 TEL.52-1365 FAX23-3850

総合福祉会館 TEL.23-0789 FAX24-2730

社会福祉協議会 TEL.23-5426 FAX23-2298

保健センター TEL.23-6661 FAX23-6660

市立病院 TEL.53-2901 FAX53-2908

天満診療所 TEL.52-5357  FAX52-5100

青少年課 TEL.23-1322 FAX23-2344

生涯学習課 TEL.53-6264 FAX53-6364

葛城コミュニティセンター TEL.23-8001 FAX23-8001

クリーンセンター
企画整備課 TEL.52-1600 FAX52-1685
美化推進課 TEL.53-5383

総合体育館 TEL.22-8862 FAX22-8863

総合公園 TEL.52-4700 FAX52-4701

さくら荘 TEL.23-4126 FAX23-8535

下水道課 TEL.52-1258 FAX52-1295

高田消防署 TEL.25-0119 FAX22-4565

高田警察署 TEL.22-0110 FAX22-2292

JR 西日本 TEL.0570-00-2486

近鉄大和高田駅 TEL.52-2414

近鉄高田市駅 TEL.53-2531

市民交流センター TEL.44-3210 FAX44-3212

親と子のすこやか広場 TEL.44-3213 FAX44-3214

高齢者いきいき相談室 TEL.44-3215

相談名 曜日 時間 場所 問合せ

消費生活相談（予約優先） 月～金曜日 午前１０時～正午
午後１時～ ４時

大和高田市
消費生活センター 消費生活センター☎２２－１１０１

人権相談 第４火曜日（６、１２月のみ第１火曜日）午後１時～ ４時 総合福祉会館 人権施策課☎２２－１１０１

行政相談 原則第４火曜日
詳しくは、問い合わせてください。午後１時～ ４時 総合福祉会館 広報広聴課☎２２－１１０１

中小企業金融相談
中小企業経営相談 随時（内容に応じて、産業振興課で相談窓口をご案内します） 産業振興課☎２２－１１０１

母子父子相談 月～金曜日 午前８時３０分～
午後５時１５分 児童福祉課☎２２－１１０１

心配ごと相談 第２･４金曜日 午後１時～ ４時 社会福祉協議会☎２３－５４２６

法律相談（要予約）
第２･３火曜日 午後１時～ ４時 総合福祉会館 社会福祉協議会☎２３－５４２６
第１･３･４･５木曜日
相談日の２週間前から前日までに予約 午後１時～ ４時 総合福祉会館 奈良弁護士会☎０７４２－２２－２０３５

司法書士の法律相談（要予約） 第２･３月曜日 午後１時～ ４時 総合福祉会館 社会福祉協議会☎２３－５４２６

生活相談 第２･３･４･５水曜日
事前に問い合わせてください。午後１時～ ４時 社会福祉協議会☎２３－５４２６

健康相談 ･ 栄養相談（要予約） 毎月１回、所定の日 午前９時～ １０時 保健センター☎２３－６６６１
子育てホットライン
健康ホットライン 月～金曜日 午前９時～正午

午後１時～ ４時３０分 保健センター☎２３－６６６１

教育ガイダンス 月～金曜日 午前１０時～午後５時 青少年センター☎２３－１３２２

家庭児童相談室 月～金曜日 午前８時３０分～
午後５時１５分 家庭児童相談室☎２３－１１９５

女性相談（要予約）
○第１火曜日･
　第３金曜日
○第２土曜日
※祝日等により変更の場合あり

○午前９時１５分～
　午後０時５分
○午後１時～ ３時５０分 人権施策課☎２２－１１０１

住まいづくり相談（要予約） 第４水曜日 午後１時～ ４時１０分 営繕住宅課☎２２－１１０１平日の午前９時～午後５時の間に予約　定員４名

税理士による税務相談 ２月･３月を除く、第３金曜日 午後１時～ ４時 総合福祉会館 近畿税理士会葛城支部☎２２－５２８８平日(火曜日を除く)の午前9時～午後4時の間に予約、問い合わせ
就業相談 月～土曜日 午前９時～午後５時 県産業会館３Ｆ 高田しごとｉセンター☎２４－２０１０
借金おなやみダイヤル 火･金曜日 午後１時～ ４時 奈良弁護士会☎０７４２－２０－７８３０
相続 ･ 遺言お悩みダイヤル 月～金曜日 午前９時３０分～午後５時 奈良弁護士会☎０７４２－２２－４６１１
ひまわりあんしん
（高齢者 ･障がいのある人のための法律相談）

火･木曜日 午後１時３０分～ ４時
奈良弁護士会☎０１２０－８７４－７３７

電話相談は無料。来所･出張相談は有料
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止・変更等になる場合があります。
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